
資料 1 

令和４年度 宇部市地域包括支援センター事業実施方針 

 

宇部市では、第８期宇部市高齢者福祉計画の中で、基本理念（目指すまちの姿）として『高齢者が

「元気」「活躍」「イキイキ」と世代を超えて支え合う、地域共生のまち・うべ』を掲げています。 

地域包括支援センターは、上記の基本理念を実現するために、地域の現状・課題を捉え、その課題を

解決するために事業を実施することとします。 

令和４年度本事業を実施するにあたり、地域包括支援センターは下記の重点施策に取り組みます。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○成果指標については、地域の特性等に応じて各地域包括支援センターが設定することとします。 

１ 介護予防に関する正しい知識の普及と実施 

・高齢者が介護予防について関心を持ち、普段の生活の中で積極的に取り組むことができるよう介

護予防に関する正しい知識や技術の普及・啓発を行う。 

・身近な地域でのサロン等の住民主体の通いの場に積極的に関与し、高齢者の健康課題の把握と

フレイル予防に着眼した支援を行い、保健事業と介護予防の一体的な実施を推進する。 

２ 認知症高齢者支援（認知症バリアフリーの推進） 

・認知症になってもできる限り住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるよう、早期の相談や家族

の支援体制を強化する。（認知症カフェの開設・開催支援等） 

・認知症サポーターの養成等により、地域住民や職域に対して認知症に対する理解や見守りの重要

性を啓発するとともに地域見守り体制構築の支援を行う。 

 ・認知症当事者や家族、プラチナサポーターとともにチームオレンジを構築する。 

３ 地域支援体制の強化 

・「地域包括ケアシステム」をさらに進め、分野横断的に連携して相談対応ができる体制づくりを行

い、ネットワークの拡大強化を図る。 

・民生児童委員や関係機関等とともに高齢者が孤立することのないよう地域での見守り支援を行う。 

・生活支援コーディネーターや住民等と協働で地区単位での支え合い会議を開催し、地域課題の 

把握や解決に向けた協議を行う。 

４ アウトリーチ等を通じた継続的支援 

・支援関係機関等との連携や地域住民とのつながりを構築する。 

・複合化・複雑化した課題を抱えながらも支援が届いていない人を把握し、家庭訪問及び同行支援

など継続的な支援を行う。 

５ 社会参加に向けた支援 

・社会的孤立等の課題を抱える人に対し、地域の社会資源や支援メニューとのコーディネートを行

い、社会とのつながりづくりに向けた支援を行う。 























資料３ 

令和４年度福祉なんでも相談窓口の事業実績  R4.12 
 

■ 相談件数（実人数） 

 R3 R４ 

相談実人数（人） 3,003 2,599 

相談のべ件数（件） 7,456 6,084 
 
■ 相談内容内訳（実件数・重複あり） 

相談の内容 
R3 R4 

件数 割合 件数 割合 

経済的困窮（借金・債務、経済的

困窮） 
406 8.1% 250 5.4% 

精神障害（精神障害、依存症、 

自殺企図） 
287 5.7% 271 5.8% 

ひきこもり（親の年金のみで子が

無職、ひきこもり孤立） 
248 5.0% 269 5.8% 

病気・けが 1,193 23.9% 949 20.3% 

認知症 289 5.8% 364 7.8% 

住まい（被災者、ホームレス、 

ごみ屋敷） 
187 3.7% 130 2.8% 

知的障害・身体障害 385 7.7% 272 5.8% 

家庭（家庭内暴力、家庭が不仲） 182 3.6% 205 4.4% 

介護（在宅介護が困難） 1,044 20.9% 1,034 22.1% 

8050 - - 44 0.9% 

ダブルケア - - 4 0.1% 

就労（ニート、失業、就労不安定） 154 3.1% 177 3.8% 

権利擁護（虐待、成年後見制度、

相続） 
79 1.6% 122 2.6% 

子ども（家庭での養育困難、不登

校、非行） 
13 0.3% 14 0.3% 

その他 533 8.0% 567 12.1% 

合  計 5,000 100% 4,672 100% 



資料３ 
 
■ 終結件数 

 複合的課題を抱えた世帯が増え、関係機関につないで終結するという支援ではなく 
 伴走型支援に変化してきている。 

 R3 R4 

相談実人数 3,003 2,599 

終結件数 1,329 1,177 

終結率 44.3% 45.3% 
 
■ 評価と課題 
 

 
評価 

 

 

１ 福祉なんでも相談窓口の周知も進んできており、相談件数は前年と比べ増

加傾向にある。 

 
２ 地域や関係機関に積極的にアウトリーチし、連携していく中で、支援が必

要な世帯（８０５０、ダブルケア等）を早期に把握することができ、世帯

状況の改善につながるケースも増えてきた。 
 
３ 課題解決にあたっては、本人の特性、世帯の状況、社会資源の不足等もあ

り、思うように社会参加へつなげることができていない。 
 

来年度の

方針 

 
１ 複合的な課題を抱えた世帯については、多機関での連携が必要であるた

め、福祉総合相談センターと連携し、課題解決にむけ検討していく。 
 
２ 地域住民の通いの場や支援関係機関等に積極的に出向き、潜在的な課題の

早期発見、早期支援に努める。 
 
３ 課題解決にあたっては、生活支援コーディネーター等地域づくり関係機関

と情報共有し、社会資源の創出を促す。 
 

 



資料４ 

令和５年度 宇部市地域包括支援センター事業実施方針（案） 

宇部市では、第８期宇部市高齢者福祉計画の中で、基本理念（目指すまちの姿）として『高齢者が

「元気」「活躍」「イキイキ」と世代を超えて支え合う、地域共生のまち・うべ』を掲げています。 

地域包括支援センターは、上記の基本理念を実現するために、地域の現状・課題を捉え、その課題を

解決するために事業を実施することとします。 

令和５年度本事業を実施するにあたり、地域包括支援センターは下記の重点施策に取り組みます。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○成果指標については、地域の特性等に応じて各地域包括支援センターが設定することとします。 

１ 介護予防に関する正しい知識の普及と実施 

・高齢者が介護予防について関心を持ち、普段の生活の中で積極的に取り組むことができるよう介

護予防に関する正しい知識や技術の普及・啓発を行う。 

・身近な地域でのサロン等の住民主体の通いの場に積極的に関与し、高齢者の健康課題の把握と

フレイル予防や認知症予防に着眼した支援を行い、保健事業と介護予防の一体的な実施を推進す

る。 

・個人の介護予防や生きがいづくりに着目した活動を推進する。 

２ 認知症高齢者支援（認知症バリアフリーの推進） 

・認知症になってもできる限り住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるよう、早期の相談や家族

の支援体制を強化する。（認知症カフェの開設・開催支援等） 

・認知症サポーターの養成等により、地域、職域及び学校に対して認知症に対する理解や見守りの

重要性を啓発するとともに地域見守り体制構築の支援を行う。 

 ・地域の特性を鑑み、認知症当事者や家族、プラチナサポーターとともにチームオレンジの活動を推

進していく。活動に当たっては、認知症当事者の視点を取り入れる工夫を行う。 

３ 地域支援体制の強化 

・地域住民が安心して暮らすための「地域支え合い包括ケアシステム」をさらに進め、分野横断的に

連携して相談対応ができる体制づくりを行い、ネットワークの拡大強化を図る。 

・民生児童委員や関係機関等とともに高齢者が孤立することのないよう地域での見守り支援を行う。 

・生活支援コーディネーターや住民等と協働で地区単位での支え合い会議を開催し、地域課題の 

把握や解決に向けた協議を行う。 

４ アウトリーチ等を通じた継続的支援 

・複合化・複雑化した課題を抱えながらも支援が届いていない人を把握し、家庭訪問及び同行支援 

など継続的な支援を行う。 

・地域住民の通いの場や支援関係機関等に積極的に出向き、潜在的な課題の早期発見、早期支援 

に努める。 

５ 社会参加に向けた支援 

・社会的孤立等の課題を抱える人に対し、地域の社会資源や支援メニューとのコーディネートを行い、 

社会とのつながりづくりに向けた支援を行う。 

・課題解決にあたっては、生活支援コーディネーター等地域づくり関係機関と情報共有し、社会資源 

の創出を促す。 


